
（1）第1497号 日 医 ニ ュ ー ス 〔昭和42年3月4日第3種郵便物認可〕令和6年2月5日

自治医科大学を卒業後、へき地など一貫して奈良県
内の地域医療に従事。初期研修医や総合診療専門医
の地域研修など、後進の育成にも積極的に携わる。
平成22年に同県明日香村に着任してからは村民のか
かりつけ医として尽力、「イチロー先生」と呼ばれる
など、村民の信頼も厚い。在宅医療、多職種連携、
医学教育、ACPなど地域医療をめぐる課題解決にも
取り組み、令和5年には、同村の人々の暮らしを守る
姿がドキュメンタリー映画にもなった。

武
た け だ

田以
い ち ろ う

知郎 医師

64歳　奈良県
明日香村国民健康保険診療所

管理者

九州大学を卒業し、小児科講座に入局後、福岡市立
こども病院・感染症センターで研鑽

さん

、南アフリカ共
和国への留学を経て、昭和61年に開業し、一貫し
て小児医療に従事してきた。自身も3人の幼い子ど
もを育てながら、保育園児の生活習慣病予防健診や
予防接種の啓発活動にも取り組み、平成12年には
地域で初めてとなる病児保育室を開設。令和3年に
は病児保育室併設の企業主導型保育所「ピッコロ保
育園」を設立するなど、多職種連携による子育て支
援を実践している。

北
き た の

野 明
あ き こ

子 医師

72歳　福岡県
きたの小児科医院 院長

医師不足地域の公的病院での勤務を経て出身地の名
古屋に戻り、在宅医療を中心に地域医療・介護連携
による都市型地域医療の構築に尽力。多職種ICT連
携ツールを普及させ、かかりつけ医相互支援による
在宅看取りサポートシステムを実現させた。平成31
年には総合的な在宅ケア提供の拠点として在宅ケア
センターを設立。現在、訪問診療の患者数は800名、
在宅看取りは年間250名を超える。在宅ホスピスに
も取り組み、地域全体の緩和ケアの質の向上にも貢
献している。

亀
か め い

井 克
か つ の り

典 医師

66歳　愛知県
かわな病院在宅ケアセンター

センター長

昭和56年の開業以来、千葉県内の医師数が最も少
ない医療圏で医療に従事。地域の課題であった二次
救急医療体制の空白日解消に取り組み、破

は た ん

綻の危機
に瀕

ひん

していた夜間救急医療体制の拡充に尽力してき
た。平成21年からは、小学校入学前の小児の保護
者を対象にした「子どもの救急講習会」を開始。夜
間に子どもの具合が悪くなった時の対処方法や適正
受診の必要性などについての理解を広げ、夜間救急
診療所で働く医療従事者の負担軽減にもつながって
いる。

清
し み ず

水 三
さ ぶ ろ う

郎 医師

84歳　千葉県
清水三郎医院 院長

医師の定着しなかった山間地域の国保診療所に腰を
据えるべく居を構え、以来41年間にわたり地域医
療に心血を注いできた。隣接市町村への往診、訪問
看護体制の整備や在宅医療、リハビリテーションの
強化、学校保健にも取り組む。患者と医師・医療ス
タッフなどによるカラオケ大会の他、地域の伝統食
文化を掘り起こした生活習慣病に対する食生活改善
も展開。平成19年に自身が患った胃腫瘍も乗り越え、
なお一層、地域住民とのふれあいを大切にしている。

安
や す ふ く

福 嘉
よ し の り

則 医師

76歳　岐阜県
関市国民健康保険洞戸診療所

医師

横
よ こ く ら

倉　稔
と し あ き

明（茨城県） 水
み ず か み

上　潤
じ ゅ ん や

哉（神奈川県） 河
か わ い

合　邦
く に お

夫（福井県） 

原
は ら

　まどか（山梨県） 疋
ひ き た

田　順
の ぶ ゆ き

之（静岡県） 前
ま え ざ わ

沢　義
よ し ひ で

秀（三重県） 

片
か た や ま

山　久
ひ さ し

史（京都府） 松
ま つ お

尾　晃
こ う じ

次（和歌山県） 森
も り も と

本　益
ま す お

雄（鳥取県） 

松
ま つ し た

下　　明
あきら

（岡山県） 梶
か じ は ら

原　四
し ろ う

郎（広島県） 洲
す さ き

㟢日
ひ で い ち

出一（徳島県） 

西
に し

　　征
せ い じ

二（鹿児島県） 松
ま つ し ま

嶋　顕
け ん す け

介（沖縄県）

「赤ひげ大賞」受賞者（5名） 順列は北から
受賞者の年齢は2024年1月10日現在

「赤ひげ功労賞」受賞者（14名） 順列は北から・敬称略

「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ

大
賞
」
（
以
下
、
「
赤
ひ
げ
大

賞
」
）
は
、
地
域
の
医
療
現

場
で
健
康
を
中
心
に
地
域
住

民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
医

師
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ

の
活
躍
を
顕
彰
す
る
こ
と

で
、
各
地
の
医
療
環
境
整
備
、

医
療
活
動
の
充
実
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
24
年
に
日
本
医
師
会
と
産

経
新
聞
社
が
創
設
し
た
も
の

で
あ
る
。

「
赤
ひ
げ
大
賞
」
の
名
称

は
、
山
本
周
五
郎
の
時
代
小

説
「
赤
ひ
げ
診

し
ん
り
ょ
う
た
ん

療
譚
」
に
由

来
し
て
命
名
し
た
も
の
で
、

そ
の
主
人
公
は
、
江
戸
時
代

中
期
に
貧
民
救
済
施
設
で
あ

る
小
石
川
養
生
所
で
活
躍
し

た
小
川
笙

し
ょ
う
せ
ん船

を
モ
デ
ル
と
し

て
い
る
。

賞
の
創
設
以
来
、
毎
回
、

５
名
の
医
師
を
「
赤
ひ
げ
大

賞
」
に
決
定
、
第
８
回
か
ら

は
「
赤
ひ
げ
功
労
賞
」
も
創

設
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
て

い
る
。

12
回
目
と
な
る
今
回
は
、

選
考
会
を
昨

年
11
月
９
日

に
日
本
医
師

会
小
講
堂
で

開
催
。
前
回

に

引

き

続

き
、
医
学
生

（
本
年
度
は

岐
阜
大
学
、

佐
賀
大
学
に
地
域
枠
で
入
学

し
た
学
生
グ
ル
ー
プ
）
に
も

選
考
委
員
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
い
、
「
将
来
こ
の
よ
う

な
医
師
に
な
り
た
い
」
と
い

う
視
点
か
ら
、
選
考
を
行
っ

て
も
ら
っ
た
。

そ
の
結
果
、
都
道
府
県
医

師
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補

者
か
ら
19
名
を
「
赤
ひ
げ
功

労
賞
」
に
選
定
し
、
そ
の
中

か
ら
５
名
を「
赤
ひ
げ
大
賞
」

に
選
定
し
た
（
大
賞
受
賞
者

の
功
績
、
功
労
賞
受
賞
者
の

氏
名
は
左
掲
参
照
）。

会
見
で
受
賞
者
を
公
表
し

た
選
考
委
員
で
も
あ
る
黒
瀨

常
任
理
事
は
、
「
長
年
に
わ

た
り
、
困
難
な
状
況
の
下
で

住
民
の
健
康
確
保
や
保
健
・

福
祉
の
向
上
に
親
身
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
、
素
晴
ら

し
い
功
績
の
方
ば
か
り
で
、

選
考
は
困
難
を
極
め
た
」
と

今
回
の
選
考
を
振
り
返
っ
た

上
で
、
「
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

に
受
賞
者
の
功
績
を
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
受

賞
者
の
励
み
に
も
な
る
」
と

強
調
。
ま
た
、

「
受
賞
者
の

功
績
を
知
る

こ
と
で
、
一

人
で
も
多
く

の
方
々
に
、

受
賞
者
の
よ

う
な
か
か
り

つ
け
医
を
も

ち
た
い
と
思

っ
て
も
ら
え

れ
ば
あ
り
が

た
い
」
と
述

べ
た
。

な
お
、
表

彰
式
・
レ
セ

プ

シ

ョ

ン

は
、
３
月
に
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
模
様
は
後
日
、

本
紙
で
も
詳
報
す
る
。
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第
12
回

 

「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ
大
賞
」

     

大
賞
並
び
に
功
労
賞
の
受
賞
者
が
決
定

日本医師会
　

第
12
回
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞
」（
主
催
：
日
本
医
師
会
、

産
経
新
聞
社
、
協
力
：
都
道
府
県
医
師
会
、
特
別
協
賛
：
太
陽
生

命
保
険
）
の
受
賞
者
と
し
て
、「
赤
ひ
げ
大
賞
」
5
名
、「
赤
ひ
げ

功
労
賞
」
14
名
が
決
定
し
、
黒
瀨
巌
常
任
理
事
が
1
月
10
日
に
行

わ
れ
た
定
例
記
者
会
見
で
発
表
し
た
。
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令和６年能登半島地震の被災地を視察
松
本
会
長

■■■■■■■■

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

 

対
す
る
日
本
医
師
会
の

対
応
に
つ
い
て

1
月
10
・
17
日

10
日

細
川
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

日
本
医
師
会
で
は
、
１
日
の

地
震
発
生
直
後
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
３
日
に
は

浅
沼
一
成
厚
生
労
働
省
医
政

局
長
及
び
馳
浩
石
川
県
知
事

か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
、

調
整
し
た
結
果
、
石
川
県
医

師
会
か
ら「
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」

が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

続
い
て
、
５
日
に
は
愛
知

県
医
師
会
か
ら
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
が
派
遣
さ
れ
た
他
、
松
本

吉
郎
会
長
名
で
全
国
の
都
道

府
県
医
師
会
に
対
し
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
編
成
・
派
遣
依
頼
を

行
っ
た
と
し
た
。

６
日
に
は
、
先
遣
隊
を
除

い
た
石
川
県
外
か
ら
の
最
初

の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
、
福
岡

県
医
師
会
の
チ
ー
ム
が
穴あ

な
み
ず水

地
域
を
担
当
。
そ
の
後
は
順

次
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
10
日
時
点
で
は
、
主

に
七
尾
市
、
穴
水
町
、
志し

か賀

町ま
ち

へ
の
チ
ー
ム
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

調
整
本
部
や
支
部
に
詰
め
る

チ
ー
ム
、
法
医
学
会
の
チ
ー

ム
な
ど
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、
そ
の
協
力
に
感
謝

の
意
を
示
し
た
。

ま
た
、
１
月
10
日
時
点
の

調
整
体
制
に
つ
い
て
、
石
川

県
庁
に
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本

部
」
を
設
置
し
て
お
り
、
公

立
能
登
総
合
病
院
内
に
設
け

た
「
七
尾
調
整
支
部
（
現
：

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
能
登
中
部
調
整
支

部
）」
で
は
、
愛
知
県
医
師

会
が
調
整
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
説
明
。
「
こ
う
し
た
体

制
整
備
に
よ
り
、
各
都
道
府

県
医
師
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て

く
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
配
置
調
整

を
行
い
、
効
率
的
な
医
療
支

援
活
動
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
こ
う
し
た
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
活
動
等
を
効
果
的
に

松
本
吉
郎
会
長
は
１
月
12

日
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
発
生
後
、
初
め
て
被
災
地

を
訪
問
。
安
田
健
二
石
川
県

医
師
会
長
ら
と
石
川
県
庁
を

訪
れ
、
馳
浩
石
川
県
知
事
と

会
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県

庁
内
に
設
け
ら
れ
た
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
調
整
本
部
や
公
立
能
登
総

合
病
院
内
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
七
尾

調
整
支
部
（
現
：
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

能
登
中
部
調
整
支
部
）
を
視

察
し
た
。

更
に
、
能
登
地
区
か
ら
の

被
災
者
を
一
時
的
に
受
け
入

れ
る
た
め
、
い
し
か
わ
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
金
沢

市
）
に
設
置
さ
れ
た
１
・
５

次
避
難
所
や
、
恵
寿
総
合
病

院
（
七
尾
市
）
、
県
内
の
診

療
所
な
ど
に
も
足
を
運
び
、

現
地
で
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
を
行

う
医
師
達
を
激
励
し
た
。

石
川
県
庁
で
は
、
馳
知
事

か
ら
、
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た

１
・
５
次
避
難
所
に
つ
い

て
、(

１
）
２
３
０
名
の
受

け
入
れ
が
可
能
な
体
制
を
取

り
、
１
月
12
日
現
在
で
１
４

０
名
が
避
難
し
て
い
る
が
、

い
つ
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
あ

る
、(

２
）
そ
の
対
応
に
当

た
る
医
療
福
祉
ス
タ
ッ
フ
の

数
が
圧
倒
的
に
少
な
い

─

こ
と
な
ど
の
現
状
を
踏
ま

え
、
人
員
確
保
に
向
け
た
協

力
が
要
請
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
松
本
会

長
は
、
石
川
県
医
師
会
と
密

に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
石

川
県
内
の
１
・
５
次
、
２
次

避
難
所
に
対
し
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

活
動
を
通
し
て
医
師
を
始
め

と
す
る
医
療
従
事
者
の
派
遣

に
努
め
る
意
向
を
伝
え
た
。

神
野
正
博
恵
寿
総
合
病
院

理
事
長
か
ら
は
、
七
尾
市
内

の
医
療
機
関
は
被
害
を
受
け

て
い
る
も
の
の
、
医
療
提
供

体
制
に
大
き
な
影
響
は
出
て

い
な
い
こ
と
の
他
、
同
病
院

の
対
応
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
訪
問
し
た
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
七
尾
調
整
支
部
で
は
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
の
現
状
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
今
後
は

道
路
の
改
善
状
況
等
を
踏
ま

え
、
医
療
機
関
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
能
登
北
部
へ

と
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
く

予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
安
田
石
川
県

医
師
会
長
か
ら
は
松
本

会
長
に
対
し
て
、
1
月

12
日
時
点
で
既
に
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
派
遣
が
30
チ
ー
ム

を
超
え
る
見
込
み
が
立

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
全
国
の
医
師

会
か
ら
の
支
援
に
対
す

る
感
謝
の
意
が
伝
え
ら

れ
た
。

視
察
を
終
え
た
松
本

会
長
は
、
実
際
に
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
で
、
今

回
の
地
震
の
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
感
じ
た
と
し

た
上
で
、
「
避
難
生
活
は
長

期
に
及
ぶ
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
今
後
は
災
害
関
連
死
の

防
止
、
被
災
者
の
健
康
管
理

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

に
な
る
。
日
本
医
師
会
は
今

後
も
都
道
府
県
医
師
会
や
医

療
関
係
団
体
と
共
に
、
医
療

面
か
ら
被
災
地
支
援
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の

考
え
を
改
め
て
示
し
た
。

JMAT調整本部にて説明を受ける松本会長

馳知事との会談

細
川
秀
一
常
任
理
事
は
１

月
10
、
17
の
両
日
に
記
者
会

見
を
行
い
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
に
対
す
る
日
本
医

師
会
の
対
応
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

開設者である医療法人が損害賠償請求を受けた場合の備えは大丈夫ですか？
日医医賠責保険は会員個人を対象としているため、法人に対して損害賠償請求を受けた場合、保険金が支払われない場合があります。

日医医賠責特約保険では、開設者である医療法人に対して損害賠償請求がされた場合にも保険金支払い対象となります。

詳しくはこちら

加入を
おすすめする
日医Ａ会員

法人の責任部分の賠償にも備えたい日医Ａ会員
非日医Ａ会員が起こした医療事故につき、開設者・管理者としての賠償にも備えたい日医Ａ会員
高額賠償の支払い（１事故３億円、保険期間中９億円まで）に備えたい日医Ａ会員

公益社団法人 日本医師会 医賠責対策課　　　03-3942-6136（平日9:30～17:30）日本医師会HP　　https://www.med.or.jp/doctor/ibai/

日医医賠責保険の特色を継承し補完する日医Ａ会員の任意加入保険です
日医医賠責特約保険 中途加入のおすすめ

←
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合　計

構成割合（%）

175,933

100.0

都道府県
医師会 総数

82,294

46.8

Ａ①会員

41,945

23.8

Ａ②会員（B）

3,918

2.2

Ａ②会員（C）

43,528

24.7

Ｂ会員

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

5,818
1,208
1,611
3,358
1,557
1,544
2,734
2,617
2,337
2,118
7,611
4,004
19,733
9,742
3,305
1,172
1,285
1,043
1,061
2,163
2,977
4,576
10,854
2,542
1,311
3,227
16,209
8,689
1,893
1,479
742
868
2,585
5,620
2,025
1,541
1,705
2,763
1,258
8,860
1,531
3,260
3,124
2,235
1,880
4,013
2,145

2,094
612
653
1,437
568
637
1,164
1,355
1,136
1,253
3,551
2,931
10,116
5,630
1,184
657
688
439
525
1,189
1,277
2,255
4,696
1,143
857
2,111
7,422
4,484
1,002
862
373
448
1,277
2,189
1,028
597
693
965
441
3,870
623
1,080
1,270
853
772
1,124
763

1,725
253
319
1,053
150
245
563
582
349
426
1,067
604
3,010
1,581
535
172
339
308
135
425
343
774
1,484
512
209
587
5,978
2,683
356
385
160
247
492
2,671
532
357
437
1,249
521
1,768
477
1,428
779
430
371
2,316
558

26
19
15
105
2
10
4

135
22
69
163
23
387
441
49
40
105
4
0
0
68
75
278
26
3

164
469
132
44
20
30
5
57
196
37
5
2
93
12
210
56
46
42
1
11
97
120

1,731
218
513
707
753
631
811
514
664
305
2,422
424
6,063
1,956
1,452
290
145
260
359
547
1,140
1,253
3,760
635
228
362
2,263
1,331
489
210
172
167
671
528
341
571
572
419
283
2,726
374
645
983
914
639
473
614

242
106
111
56
84
21
192
31
166
65
408
22
157
134
85
13
8
32
42
2

149
219
636
226
14
3
77
59
2
2
7
1
88
36
87
11
1
37
1

286
1
61
50
37
87
3
90

4,248

2.4

Ｃ会員

会　　員　　数

Ａ① ： 病院・診療所の開設者、管理者及びそれに準ずる会員
Ａ②（B） ： 上記 A①会員及び A②会員（C）以外の会員
Ａ②（C） ： 医師法に基づく研修医
Ｂ ： 上記 A②会員（B）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した会員
Ｃ ： 上記 A②会員（C）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した会員

日本医師会会員数調査 （令和 5 年12月1日現在）

令和5年度日本医師会会員数調査結果まとまる
会員総数は2,000人以上増加し、17万5,933人に

　日本医師会は、昨年12月19日開催の令和5年度第9回理事会で、都道
府県医師会の協力により実施した令和5年度日本医師会会員数調査（令和
5年12月1日現在）の結果を報告した。
　それによると、会員総数は175,933人で、対前年度比2,172人増となっ
たことが明らかとなった。2,000人以上の増加となるのは平成13年度以来
のこととなる。
　会員数の内訳は、A①会員が82,294人（構成割合46.8％）、A②（B）
会員が41,945人（同23.8％）、A②（C）会員が3,918人（同2.2％）、B会
員が43,528人（同24.7％）、C会員が4,248人（同2.4％）となっている。
　A①会員の内訳は、病院開設者が3,898人（構成割合4.7％）、診療所開
設者が69,058人（同83.9％）、管理者が8,132人（同9.9％）、その他が1,206
人（同1.5％）となっている。
日本医師会代議員の定数は380人に
　なお、今回の調査結果を受けて、日本医師会代議員（任期：令和6年6
月開催予定の定例代議員会の開催日から、令和8年6月開催予定の定例代
議員会開催日の前日まで）が見直されることになった。
　埼玉、千葉、静岡、三重の各県医師会の定数がそれぞれ1人増加するた
め、定数は4人増の380人となった。

行
う
た
め
に
、
西
日
本

豪
雨
災
害
や
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
発
生
し
た
２
０
１

８
年
に
は
日
本
災
害
医
学
会

と
の
間
で
相
互
協
力
協
定
を

締
結
し
、
同
医
学
会
に
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
も
ら

い
、
「
日
本
医
師
会
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
研
修
」
を
行
っ
て
き
た
他
、

昨
年
は
被
災
地
に
感
染
制
御

チ
ー
ム
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
派
遣
す

る
日
本
環
境
感
染
学
会
と
も

協
定
を
結
ん
だ
こ
と
を
紹

介
。
多
く
の
人
が
研
修
を
受

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
避
難
所
等
で
の
活

動
、
派
遣
調
整
な
ど
の
統
括

業
務
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機

能
の
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た

と
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
チ
ー
ム
を
創
設

そ
の
上
で
、
現
在
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
は
、
医
師
も
事
務
職
員
も
、

こ
う
し
た
研
修
の
修
了
者
、

あ
る
い
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

で
多
く
が
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
他
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
調
整
本
部
も
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
機
能
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
チ
ー
ム

を
創
設
す
る
こ
と
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
外
国
人
患
者

に
備
え
、
電
話
や
ビ
デ
オ
に

よ
る
医
療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
も

実
施
す
る
と
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
「
今
後
、

被
災
地
の
保
健
医
療
ニ
ー
ズ

は
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
相
当
の

長
期
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
方
々
の

命
と
健
康
を
守
り
、
石
川
県

医
師
会
を
支
え
て
い
く
た
め
、

　日本医師会ホームページの日
医on-lineには、令和6年能登半
島地震の被災地における福岡県、
栃木県のJMATの活動の報告等が
掲載されています。ぜひ、ご一
読願います。

お知らせ

る
１
・
５
次
避
難
所
や
２
次

避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
新
た

な
活
動
先
と
し
て
、
そ
れ
ら

の
避
難
所
を
追
加
し
た
こ
と

を
報
告
。
１
・
５
次
及
び
２

次
避
難
所
に
お
い
て
も
、
災

害
前
か
ら
の
薬
の
服
用
も
含

め
医
療
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る

と
し
、「
こ
れ
ま
で
に
編
成
し

た
チ
ー
ム
を
振
り
向
け
る
こ

と
も
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
石
川
県
庁
内
の
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
と
同
じ
フ

ロ
ア
に
、
１
・
５
次
及
び
２

次
避
難
所
へ
の
派
遣
調
整
の

た
め
の
支
部
（
現
：
金
沢
以

南
調
整
支
部
）
を
新
設
す
る

と
し
、
「
こ
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活

動
は
、
避
難
所
の
状
況
確
認

や
避
難
者
の
健
康
管
理
・
診

療
が
主
な
活
動
で
あ
る
の

で
、
普
段
、
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
経
験
が
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。こ

の
他
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

の
拡
大
、
多
様
化
に
伴
い
、

本
部
や
支
部
の
機
能
強
化
も

求
め
ら
れ
て
お
り
、
統
括
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
チ
ー
ム
を
増
強
す

る
と
し
、
本
部
・
支
部
機
能

の
強
化
に
よ
っ
て
情
報
共
有

の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
被

災
者
の
健
康
管
理
、
災
害
関

連
死
の
防
止
に
努
め
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
記
者
と
の
質
疑

応
答
の
中
で
１
・
５
次
及
び

２
次
避
難
所
の
状
況
に
つ
い

て
問
わ
れ
た
細
川
常
任
理
事

は
、
１
・
５
次
避
難
所
の
視

察
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
整

っ
て
い
る
も
の
の
、
薬
が
必

要
で
あ
る
が
、
お
薬
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
な

ど
の
状
況
が
見
ら
れ
た
こ
と

を
報
告
し
た
。

全
国
の
医
師
会
を
挙
げ
て
、

関
係
団
体
と
も
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
示

し
、
災
害
対
応
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
遺
体
の
検
案
に
も
、

日
本
法
医
学
会
、
警
察
庁
、

厚
労
省
等
と
連
携
し
な
が
ら

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
の
一
部
と
し

て
協
力
し
て
い
く
と
し
た
。

17
日

細
川
常
任
理
事
は
ま
ず
、

１
月
16
日
時
点
で
の
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
派
遣
状
況
に
つ
い
て
、

主
な
派
遣
先
は
穴
水
町
と
志

賀
町
に
な
っ
て
い
る
と
し
、

「
地
域
の
状
況
は
災
害
急
性

期
か
ら
亜
急
性
期
に
移
行
し

つ
つ
あ
り
、
今
後
、
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
く

る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

「
重
装
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
足

掛
か
り
と
し
て
能
登
北
部

へ
の
支
援
を
拡
大

そ
の
上
で
、
今
回
の
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動
に
つ
い
て
、
平
時

か
ら
の
都
道
府
県
医
師
会
と

各
県
の
災
害
医
療
専
門
家
と

の
連
携
を
基
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

隊
員
が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
出

動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

こ
と
が
特
色
で
あ
る
と
説

明
。
そ
う
し
た
重
装
備
の
チ

ー
ム
を
「
重
装
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」

と
し
て
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
北
部
の
能の

と

ち

ょ

う

登
町
や
輪
島
市

な
ど
に
先
遣
し
、
道
路
事
情

や
天
候
、
宿
泊
先
の
確
保
等

の
状
況
が
改
善
さ
れ
た
時
に

通
常
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
で

き
る
足
掛
か
り
と
す
る
意
向

で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
北
部
の
健
康
リ
ス

ク
の
高
い
被
災
者
が
、
金
沢

市
の
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
い
わ
ゆ

→



日 医 ニ ュ ー ス 第1497号（4）令和6年2月5日〔第3種郵便物認可〕

流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
へ
の
事
業
税
非
課
税
な
ど
が
実
現

                                            

賃
上
げ
促
進
税
制
も
拡
充

「
令
和
６
年
度
税
制
改
正
大
綱
」が
決
定

宮
川
政
昭
常
任
理
事
は
昨

年
12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
５
年
度
第
28
回
常
任
理

事
会
で
、
12
月
14
日
に
与
党

が
決
定
し
12
月
22
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度

税
制
改
正
大
綱
」
の
中
で
、

日
本
医
師
会
の
要
望
が
実
現

し
た
項
目
等
に
つ
い
て
報
告

を
行
っ
た
。

日
本
医
師
会
は
昨
年
８
月

に
「
令
和
６
年
度
医
療
に
関

す
る
税
制
要
望
」
と
し
て
10

項
目
を
取
り
ま
と
め
た
上

で
、
関
係
各
方
面
に
対
し
、

要
望
実
現
に
向
け
た
働
き
掛

け
を
精
力
的
に
行
っ
て
き

た
。そ

の
結
果
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
制
度
の
存
続
と
し

て
、
「
社
会
保
険
診
療
報
酬

に
係
る
事
業
税
の
非
課
税
措

置
」
「
医
療
法
人
の
社
会
保

険
診
療
報
酬
以
外
の
部
分
に

係
る
事
業
税
の
軽
減
措
置
」

及
び
「
社
会
保
険
診
療
報
酬

の
所
得
計
算
の
特
例
措
置
」

の
存
続
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
２
）
令
和
６
年
３
月
で
、

そ
の
措
置
の
期
限
が
到
来
す

る
制
度
の
延
長
と
し
て
、「
地

域
医
療
構
想
実
現
に
向
け
た

税
制
措
置
（
不
動
産
取
得
税

の
２
分
の
１
軽
減
）
」
が
、

令
和
８
年
３
月
ま
で
２
年
延

長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
本
体
部
分
は
、
プ
ラ
ス

０
・
88
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と

な
り
ま
し
た
。
物
価
高
、
特

に
水
道
光
熱
費
と
食
材
料
費

の
高
騰
、
ま
た
物
価
が
上
昇

し
て
い
る
中
で
生
活
を
し
て

い
る
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ

も
考
慮
し
な
い
と
い
け
な
い

状
況
の
中
、
も
う
少
し
の
上

乗
せ
は
欲
し
い
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
ま
ず
は
プ
ラ
ス
改
定

に
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

次
の
診
療
報
酬
改
定
は
２

年
後
の
２
０
２
６
年
で
す
。

診
療
報
酬
改
定
と
い
う
と
、

常
に
財
政
制
度
等
審
議
会
な

ど
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
主
張

し
、
医
療
関
係
団
体
は
プ
ラ

ス
改
定
を
主
張
し
ま
す
。
で

は
、
彼
ら
は
ど
う
し
て
診
療

報
酬
を
減
ら
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
歴
史
的
経

緯
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
民
皆
保
険
が
発
足
し
て

以
来
、
日
本
経
済
の
発
展
と

共
に
診
療
報
酬
は
常
に
プ
ラ

ス
改
定
で
し
た
。
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
の
際
は
年
に
２
回
、

改
定
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
日
本
の
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
た
１
９
９
０
年
、
翌

年
か
ら
株
価
と
地
価
は
下
が

り
始
め
ま
し
た
が
、
消
費
者

物
価
は
し
ば
ら
く
上
昇
を
続

け
ま
す
。
消
費
者
物
価
が
低

下
し
始
め
る
の
は
１
９
９
８

年
前
後
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

初
め
て
診
療
報
酬
本
体
部
分

が
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た

の
は
２
０
０
２
年
小
泉
内
閣

の
時
で
す
。

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
８
年
、

１
９
９
４
年
に
高
齢
社
会
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
が
「
21

世
紀
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い

う
報
告
書
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
、
将
来
の
社

会
保
障
費
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
の
試
算
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

２
０
２
５
年
の
社
会
保
障
費

は
上
位
推
計
で
約
３
８
０
兆

円
、
医
療
費
は
約
１
５
０
兆

円
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
国
民
医
療
費

は
約
46
兆
円
で
し
た
の
で
、

２
０
２
５
年
は
約
50
兆
円
程

度
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

国
民
医
療
費
の
上
昇
は
経

済
の
圧
迫
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
の
下
、
一
部
の
人
々

は
医
療
費
を
削
減
し
よ
う
と

し
ま
す
。
財
務
省
は
国
庫
負

担
分
の
縮
小
を
主
張
し
、
財

界
は
社
会
保
険
料
の
企
業
負

担
分
の
拡
大
に
反
対
し
ま

す
。
野
党
も
診
療
報
酬
が
上

が
る
と
自
己
負
担
が
上
昇
す

る
と
い
う
理
由
で
反
対
す
る

こ
と
も
多
い
の
が
現
状
で

す
。医

療
費
を
「
費
用
」
と
捉

え
る
と
、
医
療
費
増
は
経
済

成
長
を
阻
害
し
、
医
療
費
を

削
減
す
べ
き
と
い
う
考
え
に

な
り
が
ち
で
す
。
一
方
、
現

実
的
な
経
済
循
環
を
考
え
る

と
、
医
療
費
の
う
ち
約
50
％

は
人
件
費
で
あ
り
、
医
療
従

事
者
の
ほ
ぼ
全
て
の
人
は
日

本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
た

め
、
我
々
医
療
従
事
者
の
消

費
は
国
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

更
に
、
そ
の
給
与
所
得
か
ら

個
人
所
得
税
、
消
費
税
、
社

会
保
険
料
を
支
払
う
た
め
、

医
療
費
の
大
半
は
国
内
に
還

流
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
は
日
本

中
、
津
々
浦
々
に
あ
る
の
で
、

大
都
市
で
集
め
ら
れ
た
保
険

料
は
多
く
の
地
域
に
流
れ
、

日
医
総
研
だ
よ
り

診
療
報
酬
改
定
を
プ
ラ
ス
改
定
と
す
る
方
策
と
は

（
３
）
制
度
の
創
設
・
拡

充
等
と
し
て
、
新
興
感
染
症

へ
の
対
応
に
関
す
る
税
制
措

置
、
具
体
的
に
は
「
流
行
初

期
医
療
確
保
措
置
に
係
る
収

入
に
対
す
る
事
業
税
非
課
税

措
置
等
」
及
び
「
救
急
医
療

等
確
保
事
業
へ
の
新
興
感
染

症
対
応
（
６
事
業
目
）
の
追

加
に
伴
う
社
会
医
療
法
人
に

対
す
る
法
人
税
非
課
税
措
置

の
対
象
の
拡
充
等
」
が
実
現

し
た
。

（
４
）
賃
上
げ
促
進
税
制

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
減

税
対
象
の
賃
上
げ
額
か
ら
除

外
さ
れ
る
取
り
扱
い
で
あ
っ

た
診
療
報
酬
の
「
看
護
職
員

処
遇
改
善
評
価
料
」
や
、
介

護
報
酬
の
「
介
護
職
員
処
遇

改
善
加
算
」
を
財
源
と
す
る

賃
上
げ
額
が
、
減
税
措
置
の

対
象
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

そ
こ
で
雇
用
と
消
費
を
創
出

し
ま
す
。
「
医
療
機
関
が
無

い
と
人
は
そ
の
場
所
に
住
み

続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
言
い
換

え
れ
ば
「
医
療
機
関
が
無
い

と
雇
用
は
生
ま
れ
ず
地
域
の

消
費
も
生
ま
れ
な
い
」
と
も

言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
診
療
報
酬

を
削
減
す
る
と
地
方
の
経
済

か
ら
悪
化
し
て
い
く
の
は
明

白
で
す
。

診
療
報
酬
を
下
げ
よ
う
と

す
る
勢
力
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
上
げ
よ
う
と
い
う
意
見

は
少
数
派
で
す
。
診
療
報
酬

の
上
げ
下
げ
は
最
終
的
に
は

政
治
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
改
定
で
２
年

間
の
安
心
は
得
ら
れ
ま
し
た

が
、
２
０
２
６
年
改
定
に
向

け
て
の
準
備
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
診
療
報
酬
を
増

額
改
定
す
る
方
法
と
し
て

は
、
国
民
の
理
解
を
求
め
、

そ
の
結
果
と
し
て
政
治
家
を

説
得
す
る
し
か
な
く
、
そ
の

た
め
に
は
会
員
の
先
生
方
が

周
り
に
い
る
多
く
の
方
々
に

働
き
掛
け
て
い
く
し
か
な
い

の
で
す
。

診
療
報
酬
を
上
げ
る
た
め

に
も
、
全
国
の
会
員
の
力
が

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
周
り
に

い
る
方
々
に
診
療
報
酬
プ
ラ

ス
改
定
の
必
要
性
を
説
き
続

け
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。本

年
も
先
生
方
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

「
最
低
賃
金
制
度
」
に
つ

い
て
調
べ
て
み
る
と
「（
前

省
略
）
〜
最
低
限
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
賃
金
の
下

限
額
を
定
め
、
使
用
者
に
強

制
す
る
制
度
の
こ
と
」
と
あ

り
、
こ
の
制
度
は
、
労
働
基

準
法
に
お
い
て
定
め
て
い
た

最
低
賃
金
制
度
を
独
立
さ

せ
、
業
者
間
協
定
な
ど
で
業

種
別
最
低
賃
金
を
定
め
る
形

で
、
１
９
５
９
年
４
月
15
日

に
公
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
に
は
、
産
業
や

職
種
に
関
わ
り
な
く
都
道
府

県
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低

賃
金
と
、
特
定
地
域
内
の
特

定
の
産
業
の
基
幹
的
労
働
者

と
、
そ
の
使
用
者
に
対
し
て

適
用
さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
最

低
賃
金
は
労
働
者
と
そ
の
家

族
の
生
活
を
保
障
す
る
水
準

で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
生
活

賃
金
が
基
準
で
最
賃
と
も
略

さ
れ
て
い
ま
す
。

少
し
古
い
デ
ー
タ
で
す

が
、
厚
生
労
働
省
の
平
成
13

年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

（
日
額
：
円
単
位
）
を
下
位

８
県
（
40
位
：
青
森
県
・
佐

賀
県
・
大
分
県
、
鹿
児
島
県

４
８
３
０
、44
位
：
岩
手
県
・

秋
田
県
・
沖
縄
県
４
８
２

９
、
47
位
：
宮
崎
県
４
８
２

８
）
と
上
位
３
都
府
県
（
１

位
：
大
阪
府
５
５
９
８
、
２

位
：
東
京
都
５
５
９
７
、
３

位
：
神
奈
川
県
５
５
９
６
）

を
示
し
ま
す
。

臨
床
研
修
医
制
度
が
始
ま

っ
た
頃
の
賃
金
を
こ
こ
に
例

示
す
る
こ
と
は
無
意
味
と
考

え
ま
す
の
で
示
し
ま
せ
ん

が
、
今
後
進
め
ら
れ
る
働
き

方
改
革
に
よ
っ
て
、
少
子
高

齢
社
会
、高
齢
労
働
者
増
加
、

労
働
者
全
体
の
減
少
と
い
っ

た
状
態
を
乗
り
切
っ
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
経
済
低
成
長
、

円
安
の
時
代
に
、
労
働
者
の

確
保
も
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
労

働
者
の
質
も
問
わ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
、

早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

�

（
Ｓ
．
Ｍ
）

最
近
よ
く
耳
に
す
る
最
低
賃
金
と
は
？

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）

お知らせ
　日本医師会のシンクタンクである
日医総研の研究成果は、日医総研の
ホームページでご覧頂けますので、
ぜひ、ご活用願います。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）



（5）第1497号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和6年2月5日

動画
 「やりがいのある仕事に出会えた

～社会人から看護職を目指して～」が完成

　日本医師会では、地域医療を医師と共に支える看護職の志望
者が減少していることを受けて、このほど、動画「やりがいの
ある仕事に出会えた～社会人から看護職を目指して～」を制作
し、1月9日より日本医師会公式YouTubeチャンネルで公開して
います。
　看護職志望者の減少については、昨年7月5日の定例記者会見
で、医療関係職種担当の釜萢敏常任理事が「令和5年医師会立助
産師・看護師・准看護師学校養成所調査」の結果について説明
した際にも明らかにしたように、准看護師課程や看護師2年課程
の学校で定員の充足率が大きく低下したばかりでなく、看護系
大学の入学者と3年課程養成所の入学者の合計も5年前より減少
するなど、深刻な状況であり、今後の地域医療を守っていくた
めにも、一人でも多くの方に看護職を目指してもらうことが不
可欠な状況となっています。
　今回の動画は、一度社会人となった方でも看護職になること
は可能であることを知ってもらうことで、一人でも多くの方に
看護職を目指してもらいたいとの思いから作成したものです。
　動画の中では、実際に一度社会人として働いた後に看護職と
して再出発した、あるいは看護職を目指すことにした4名の方に
インタビューし、看護職を目指したきっかけや看護職になって
良かったことなどを語ってもらっています。
　また、動画の最後には、准看護師学校の非常勤講師も務める
長島徹栃木県医師会副会長にお話をお聞きし、2年間で資格を取
得することができ、地元で学び、そこで得られた知識を地元の
人々のために役立てることができる准看護師学校の魅力につい
ても説明してもらっています。
　現在は別の仕事をされていて、人の役に立ちたいと看護職を
目指そうと考えている方、あるいは看護職の道に進もうか迷っ
ている方にも、ぜひ、この動画をご覧頂ければ幸いです。
　また、本動画についてはデータ（MP4ファイル）を差し上げ
ておりますので、ご希望の方は、（1）所属機関、（2）氏名、（3）
電話番号、（4）使用目的─を明記の上、日本医師会広報課まで、
タイトルを＜動画「看護職」＞希望として、メールでお申し込
み願います（頂いたメールアドレス宛に動画のダウンロード
URLをお送りします）。

申込・問い合わせ先：
日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

日
本
医
師
会
で
は
こ
の
ほ

ど
、
新
会
員
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ

れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
い

た
、
各
医
師
会
独
自
に
運
営

さ
れ
て
い
る
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
管
理
手
法
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
標
準
化
、

内
部
統
制
機
能
の
発
揮
等
を

解
決
す
る
と
同
時
に
、
日
本

医
師
会
に
設
置
し
た
「
医
師

会
組
織
強
化
検
討
委
員
会
」

か
ら
提
言
の
あ
っ
た
「
全
国

の
医
師
会
及
び
医

師
会
員
が
共
通
で

利
用
可
能
な
入

会
・
異
動
等
の
Ｗ

ｅ
ｂ
手
続
き
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
の

実
現
を
目
的
と
し

て
、
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

新
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
は
、
全
国
の
医
師
会
及
び

医
師
会
員
が
利
用
で
き
る
Ｗ

ｅ
ｂ
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
書

類
で
行
っ
て
き
た
入
会
・
異

動
等
の
手
続
き
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
医
師
会
員
及
び

医
師
会
に
入
会
を
希
望
す
る

医
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
各
医
師
会
で

の
情
報
管
理
や
手
続
き
の
効

率
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

日
本
医
師
会

新
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け

                               

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

日
本
医
師
会
は
こ
の
ほ

ど
、
医
療
機
関
等
へ
の
支
援

策
の
一
環
と
し
て
、
『
医
療

機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
実
践
ガ
イ
ド
』
を

作
成
し
、
日
本
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
ズ
ル

ー
ム
で
公
開
を
始
め
た
。

医
療
機
関
等
に
対
す
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
そ
の
脅
威
が
急

激
に
高
ま
っ
て
い
る
。
医
療

機
関
等
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

被
害
を
受
け
て
し
ま
え
ば
、

医
療
提
供
体
制
の
継
続
が
困

難
に
な
る
ば
か
り
か
、
原
因

や
被
害
範
囲
の
調
査
、
情
報

漏
え
い
の
被
害
者
対
応
な

ど
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
ほ
ど
甚
大
な
も
の
と
な

日
本
医
師
会
で
は
、
２
０

２
４
年
上
期
に
本
シ
ス
テ
ム

を
一
部
の
医
師
会
で
先
行
導

入
し
、
そ
の
後
、
同
年
の
下

期
中
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の
委
託

先
を
令
和
５
年
度
第
27
回
常

任
理
事
会
（
昨
年
12
月
12
日

開
催
）
で
正
式
決
定
す
る
と

と
も
に
、
メ
イ
ン
ベ
ン
ダ
ー

と
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
新
会
員
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
構
築
検
討
会
議
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
は
、
今
回
の

入
会
・
異
動
・
退
会
の
各
手

続
き
を
皮
切
り
と
し
て
、
全

国
の
医
師
会
の
保
有
す
る
シ

ス
テ
ム
や
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
な
ど
と

連
携
す
る
こ
と
を
視
野
に
シ

ス
テ
ム
の
拡
張
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。

な
お
、日
本
医
師
会
で
は
、

全
国
の
医
師
会
及
び
医
師
会

員
に
対
し
、
新
シ
ス
テ
ム
へ

の
理
解
と
幅
広
い
導
入
を
促

す
と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な

シ
ス
テ
ム
移
行
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
新
シ
ス

テ
ム
完
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

や
仕
組
み
を
含
め
た
構
築
状

況
が
閲
覧
可
能
な
周
知
専
用

サ
イ
ト
（https://member-�

sys.info

）
を
開
設
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
頂
き
た
い
。

る
こ
と
か
ら
、
各
医
療
機
関

等
が
独
自
で
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
う
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
受
け
て
、
厚

生
労
働
省
で
は
『
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
必
要
最
低

限
の
項
目
を
抽
出
し
た
「
医

療
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
策
定
し
て
い

る
が
、
今
回
の
『
実
践
ガ
イ

ド
』
は
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
用
い
た
確
認
を
効
率

的
に
実
施
す
る
た
め
の
解
説

資
料
と
し
て
使
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の
内
容
は
、「
実
践
ガ
イ

ド
の
読
み
方
」「
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
有
無
」
「
１
．
体
制

構
築
」
「
２
．
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
の
管
理
・
運
用
」
「
３
．

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
に
備
え

た
対
応
」「
４
．
Ｆ
Ａ
Ｑ
」「
５
．

実
施
す
る
対
応
一
覧
／
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
と
の
対
応
表
／

参
考
情
報
／
各
種
相
談
窓

口
・
連
絡
先
」「
６
．
付
録
」
で

構
成
。
実
施
す
べ
き
こ
と
や

そ
の
手
順
、
対
策
が
必
要
な

理
由
の
他
、
用
語
の
解
説
な

ど
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ

て
お
り
、大
変
使
い
や
す
い
。

ぜ
ひ
、厚
労
省
作
成
の『
医

療
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
な

ど
と
共
に
、
多
く
の
先
生
方

に
ご
活
用
頂
き
た
い
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。

日本医師会
『
医
療
機
関
に
お
け
る

  

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

    

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
実
践
ガ
イ
ド
』を
作
成

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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書
籍
紹
介

二
階
か
ら
目
薬

堀
江
重
郎
　
著

本
書
は
、
著
者
が
東
日
本

を
代
表
す
る
タ
ウ
ン
誌
「
か

ま
く
ら
春
秋
」
に
２
０
２
０

年
か
ら
連
載
し
た
毎
号
読
み

切
り
の
随
筆
に
、
文
藝
春
秋

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を

い
く
つ
か
加
え
た
合
計
46
編

か
ら
な
る
随
筆
集
で
あ
る
。

「
師
走
の
京
都
」
「
お
し
っ

こ
二
十
一
秒
の
謎
」
「
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
共
に
」
「
慎

太
郎
と
い
う
太
陽
」
、
「
送
る

紹
介
し
た
ら
こ
う
で
し
た

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
た
め
の

血
液
疾
患
コ
ン
サ
ル

ト
の
答
え
合
わ
せ

樋
口
敬
和
　
著

血
液
疾
患
は
多
種
多
様
な

症
状
・
症
候
・
所
見
を
来
す

た
め
、
発
症
当
初
、
血
液
内

科
以
外
の
科
を
受
診
し
、
そ

の
後
に
血
液
内
科
を
紹
介
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

で
は
、
血
液
内
科
に
紹
介

後
、
専
門
医
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

診
断
・
対
応
を
す
る
の
か
？

ま
た
、
患
者
は
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
治
療
経
過
、
転
帰
で

お願いお願い
　日本医師会のLINE公式アカウ
ントへの友だち追加をお願いし
ます。

友だち追加は
こちらから

言
葉
」
「
ボ
ー
ン
・
コ
レ
ク

タ
ー
」
「
朋
有
り
遠
方
よ
り

来
る
」「
僕
の
叔
父
さ
ん
」「
藤

井
さ
ん
と
Ａ
Ｉ
」
、
「
寒
流
の

街
で
」
「
シ
ル
バ
ー
バ
ッ
ク

を
探
し
て
」
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

の
椅
子
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
現
代
社
会
の
問
題
を
取
り

上
げ
て
、
医
師
と
い
う
専
門

家
の
目
を
通
じ
て
考
え
た
こ

と
を
、
大
変
分
か
り
や
す
い
、

見
事
な
文
章
で
ま
と
め
て
い

る
。医

師
・
医
学
生
は
も
ち
ろ

ん
、
医
師
以
外
の
人
々
に
も

お
勧
め
で
き
る
優
れ
た
エ
ッ

セ
イ
集
と
な
っ
て
い
る
。

（
推
薦
：
畔
柳
達
雄
元
日
本

医
師
会
参
与
）

定
価　

１
８
７
０
円
（
税
込
）

発
行　

か
ま
く
ら
春
秋
社

あ
っ
た
の
か
？

本
書
は
、
血
液
内
科
専
門

医
が
紹
介
状
を
読
ん
で
ま
ず

考
え
る
こ
と
を
「
フ
ァ
ー
ス

ト
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

し
て
挙
げ
、
続
い
て
「
紹
介

状
の
中
の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
」

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
診
断

へ
至
る
ま
で
の
過
程
を
診
療

の
流
れ
に
沿
っ
て
実
践
的
に

解
説
し
て
い
る
。

紹
介
状
の
「
答
え
合
わ
せ
」

と
し
て
確
認
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
・
症
候
・

所
見
に
よ
り
受
診
す
る
患
者

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
血
液
疾
患

の
エ
ッ
セ
ン
ス
な
ど
、
非
血

液
専
門
医
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
に
と
っ
て
必
要
な
血
液
疾

患
全
体
の
オ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

が
得
ら
れ
る
一
冊
と
な
っ
て

い
る
。

定
価　

５
３
９
０
円
（
税
込
）

発
行　

診
断
と
治
療
社

動画
 「コロナ禍における医療従事者の奮闘
   ～国民と一体・一丸となって闘った日々～」

を制作

　日本医師会はこのほど、動画「コロナ禍における医療従事者
の奮闘～国民と一体・一丸となって闘った日々～」を制作し、
1月22日から日本医師会公式YouTubeチャンネルで掲載を始
めました。
　日本では諸外国に比べて、新型コロナウイルス感染症による
死亡者数や、陽性者の致死率を低く抑えることができました。
そのことが実現できたのは、医療従事者が日々昼夜を問わず、
発熱外来での診療、検査の他、ワクチン接種に取り組み、また、
国民の皆さんが基本的な感染予防対策を徹底して行ったことが
あると言われています。
　本動画は、日本医師会が医療従事者や国民の皆さんに改めて
感謝の意を表すとともに、いつ起こるか分からない新興感染症
に対する対策の徹底を呼び掛けるために制作したものです。
　制作に当たっては、コロナ診療やワクチン接種の様子を写し
た写真を募集し、全国の医師会や会員の先生から
ご提供頂いた約600枚の写真の一部を使用してい
ます。ぜひ、ご覧下さい。
https://www.youtube.com/watch?v=SvqRIxDJ2J8
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も
う
現
役
を
退
い
て
久
し

い
の
で
す
が
、
手
術
場
は
自

分
に
と
っ
て
趣
味
と
実
益
を

兼
ね
た
最
高
の
仕
事
場
で
し

た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
事
欠

き
ま
せ
ん
。
二
つ
ほ
ど
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
術
場
の
天
井
に
は
、
無

影
灯
と
い
っ
て
、
術
野
に
で

き
る
だ
け
影
を
作
ら
な
い
よ

う
に
、
一
つ
の
親
機
の
中
に

い
く
つ
か
の
ラ
イ
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
照
明
器
具
が
、
二

つ
程
つ
る
し
て
あ
り
ま
す
。

外
科
の
手
術
は
３
～
４
人

で
、
そ
れ
こ
そ
額
を
突
き
合

わ
せ
て
一
つ
の
術
野
を
見
つ

め
る
の
で
す
が
、
30
～
40
年

前
は
、
白
熱
灯
で
照
度
も
低

か
っ
た
の
で
す
。
手
術
場
に

は
、
〝
外
回
り
〟
の
看
護
師

さ
ん
が
い
て
、
滅
菌
さ
れ
た

手
術
器
具
を
出
し
た
り
、
ガ

ー
ゼ
の
カ
ウ
ン
ト
を
し
た

り
、
無
影
灯
の
角
度
調
節
を

し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
消
化
器
外
科
の

手
術
と
い
え
ば
、
私
、
Ｔ
先

生
、
Ｓ
先
生
が
集
う
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
（
名
誉
の

た
め
に
名
は
伏
せ
て
お
き
ま

す
）
。

「
今
日
は
暗
い
な
あ
。
無

影
灯
、
調
節
し
て
よ
」

「
こ
れ
で
ど
う
で
す
か
」

「
ま
だ
暗
い
な
あ
」

「
こ
れ
で
は
？
」

「
ま
だ
ま
だ
暗
い
ぞ
。
何

と
か
な
ら
ん
の
か
」

き
っ
と
頭
に
き
た
の
で
し

ょ
う
、
看
護
師
さ
ん
曰
く
、

「
先
生
達
の
頭
が
大
き
す

ぎ
る
ん
で
す
よ
！

」

「
…
…
我
慢
す
る
か
ぁ

…
…
」

今
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
や
ら
に

な
り
、
術
者
が
自
分
で
焦
点

な
ど
を
調
節
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
い
ら

つ
い
た
看
護
師
さ
ん
の
〝
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
〟
が
大

き
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

手
術
場
に
は
、
場
面
に
応

じ
て
手
術
器
具
を
手
渡
す

〝
器
械
出
し
〟
と
呼
ば
れ
る

も
う
一
人
の
看
護
師
さ
ん
が

い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
と
な
る

と
、
術
野
を
絶
え
ず
見
て
い

て
、
場
面
場
面
に
応
じ
て
適

切
な
器
械
を
手
渡
し
て
く
れ

ま
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
場
面

に
遭
遇
す
る
こ
と
は
め
っ
た

に
無
く
、
大
抵
は
、
「
コ
ッ

ヘ
ル
」
「
メ
イ
ヨ
」
「
メ
ッ
チ

ェ
ン
」
な
ど
と
術
者
が
口
頭

で
指
示
し
て
、
手
渡
し
て
も

ら
い
ま
す
。
術
者
の
方
も
手

渡
さ
れ
た
手
の
ひ
ら
の
感
覚

で
、
何
を
持
っ
た
か
が
分
か

り
ま
す
。
が
、
使
い
た
い
器

械
の
名
を
ど
忘
れ
す
る
こ
と

も
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
断
っ

て
お
き
ま
す
が
、
当
時
は
ま

だ
、
〝
た
ま
に
〟
で
す
。
そ

の
時
は
、
仲
の
良
い
（
？
）

夫
婦
の
会
話
よ
ろ
し
く
、

「
あ
、
あ
れ
じ
ゃ
」
と
言
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
看
護
師
さ

ん
の
方
も
、
「
こ
れ
か
な
？
」

と
い
く
つ
か
順
番
に
手
渡
し

ま
す
。

「
違
う
、
あ
れ
じ
ゃ
」

「
こ
れ
か
な
？
」

「
ち
が
う
、
あ
れ
じ
ゃ
！

」

し
ば
ら
く
あ
っ
て
、
次
に

手
渡
さ
れ
た
手
の
ひ
ら
に

は
、
何
や
ら
生
温
か
い
も
の

が
…
…
。

「
ん
っ
、
こ
れ
は
何
か
??
」

よ
ほ
ど
困
っ
た
の
で
し
ょ

う
ね
、
見
る
と
私
の
手
の
ひ

ら
の
中
に
は
、
看
護
師
さ
ん

の
手
が
あ
っ
た
の
で
し
た
。

一
気
に
場
が
和
ん
だ
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
も
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

手
術
場
は
厳
格
な
場
所

で
、
そ
れ
な
り
に
張
り
詰
め

て
い
ま
し
た
が
、
日
常
の
癒

や
し
も
ま
た
手
術
場
に
あ
り

ま
し
た
。

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増

え
た
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、

い
く
つ
か
の
新
し
い
趣
味
を

見
付
け
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
写
経
で
す
。
ち

ょ
う
ど
私
の
中
に
仏
像
ブ
ー

ム
が
到
来
し
て
お
り
、
拝
観

し
な
が
ら
般
若
心
経
を
唱
え

ら
れ
た
ら
教
養
人
っ
ぽ
く
て

カ
ッ
コ
い
い
の
で
は
？
と
い

う
妙
な
煩
悩
が
湧
い
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
写
経
な
ら

毛
筆
の
練
習
に
な
る
し
一
石

二
鳥
だ
と
、
軽
い
気
持
ち
で

始
め
ま
し
た
。

ど
う
せ
初
め
は
ろ
く
な
字

を
書
け
な
い
だ
ろ
う
と
、
筆

と
墨
液
は
百
均
で
購
入
し
、

プ
リ
ン
の
空
き
容
器
が
硯

す
ず
り

、

不
要
に
な
っ
た
印
刷
物
の
裏

を
半
紙
代
わ
り
に
し
て
ス
タ

ー
ト
で
す
。
折
よ
く
〝
お
家

で
写
経
〟
と
い
う
新
聞
の
企

画
記
事
を
見
付
け
、
そ
こ
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
般
若
心
経

の
全
文
を
切
り
抜
い
て
お
手

本
に
し
ま
し
た
。

初
期
投
資
税
込
み
２
１
０

円
で
始
め
た
写
経
は
、
初
動

ミ
ス
で
大
苦
戦
で
し
た
。
小

筆
を
下
ろ
す
際
に
丸
洗
い
し

て
糊の

り

を
全
て
落
と
し
た
た

め
、
コ
シ
が
無
く
な
り
文
字

が
太
く
な
っ
た
り
、
と
て
つ

も
な
く
大
き
く
な
っ
た
り
。

下
手
な
手
習
い
を
見
て
投
げ

や
り
な
気
持
ち
に
な
る
と
ま

す
ま
す
筆
は
乱
れ
、
散
々
な

出
来
で
し
た
。

そ
ん
な
私
を
見
か
ね
た
姉

が
、
「
弘
法
筆
を
選
ば
ず
！

」

と
皮
肉
を
言
い
つ
つ
大
学
時

年
女
と
い
う
こ
と
で
新
春

随
想
の
ご
依
頼
が
あ
り
、
は

て
前
回
の
卯
年
に
は
何
を
し

て
い
た
か
し
ら
と
数
え
て
み

た
と
こ
ろ
、
東
日
本
大
震
災

の
年
だ
っ
た
と
気
が
付
い

代
に
使
っ
て
い
た
書
道
道
具

一
式
を
貸
し
て
く
れ
ま
し

た
。未

使
用
の
筆
や
半
紙
も
そ

ろ
っ
て
お
り
、
初
回
の
ミ
ス

を
繰
り
返
す
ま
い
と
正
し
い

筆
の
使
い
方
を
ネ
ッ
ト
検
索

し
、
心
機
一
転
、
や
り
直
し

で
す
。
基
本
的
な
扱
い
を
予

習
し
た
お
か
げ
か
、
は
た
ま

た
分
不
相
応
な
道
具
の
お
か

げ
か
、
リ
ベ
ン
ジ
後
は
少
し

ず
つ
毛
筆
に
慣
れ
て
い
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
お
寺
の
写
経
体

験
で
は
気
軽
に
筆
ペ
ン
を
用

い
る
こ
と
も
多
い
と
知
り
、

早
速
買
い
求
め
て
み
ま
し

た
。サ

イ
ン
ペ
ン
の
よ
う
な
１

０
０
円
筆
ペ
ン
し
か
知
ら
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
昨
今

の
筆
ペ
ン
の
進
化
に
は
驚
く

ば
か
り
で
す
。
ペ
ン
先
が
毛

筆
に
な
っ
て
お
り
、
筆
と
変

わ
ら
ぬ
（
い
や
、
初
心
者
に

と
っ
て
は
筆
以
上
の
）
書
き

味
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
を
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も

か
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は

準
備
が
お
っ
く
う
な
時
の
写

経
の
み
な
ら
ず
、
宛
名
書
き

な
ど
日
常
生
活
で
も
愛
用
し

て
い
ま
す
。

初
め
は
文
字
の
羅
列
に
し

か
見
え
な
か
っ
た
般
若
心
経

で
す
が
、
何
度
も
書
き
写
す

う
ち
に
ど
ん
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
の
か
と
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
現
代
語
訳
を

読
ん
で
み
ま
し
た
。す
る
と
、

腑ふ

に
落
ち
る
こ
と
ば
か
り

で
、
こ
れ
も
新
た
な
発
見
で

し
た
。
自
分
が
48
年
を
掛
け

て
何
と
な
く
分
か
り
か
け
て

き
た
人
の
生
き
る
道
の
真
理

み
た
い
な
も
の
を
、
35
歳
で

悟
っ
た
お
釈
迦
様
は
立
派
な

人
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

写
経
を
始
め
て
半
年
余

り
、
当
初
は
集
中
が
続
か
ず

最
後
ま
で
書
き
写
せ
ず
に
い

ま
し
た
が
、
下
手
な
が
ら
も

継
続
し
て
い
る
う
ち
に
、
今

で
は
全
文
を
通
し
て
書
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。途
中
、

愛
犬
に
手
本
を
破
ら
れ
た

り
、
筆
を
か
じ
ら
れ
た
り
、

無
心
で
い
ら
れ
る
か
試
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も

あ
り
ま
す
が
、
文
字
を
書
い

て
い
る
と
心
穏
や
か
で
い
ら

れ
ま
す
。

一
方
で
、
紙
と
ペ
ン
を
見

る
と
経
文
を
書
か
ず
に
い
ら

れ
な
い
と
い
う
変
な
習
性
も

付
い
て
し
ま
い
、
秋
田
駅
周

辺
の
文
具
売
り
場
で
般
若
心

経
（
た
だ
し
、
暗
記
し
て
い

る
冒
頭
48
文
字
程
度
）
の
試

し
書
き
を
見
掛
け
た
ら
、
犯

人
は
私
の
可
能
性
が
高
い
で

す
。

た
。私
は
宮
城
県
の
出
身
で
、

大
学
入
学
前
ま
で
を
仙
台
で

過
ご
し
た
。
あ
れ
か
ら
12
年

経
っ
た
か
と
故
郷
に
思
い
を

馳
せ
た
。

震
災
当
時
、
私
は
札
幌
医

大
の
４
年
生
だ
っ
た
。
両
親

は
無
事
だ
っ
た
が
、
東
松
島

市
に
住
ん
で
い
た
祖
父
母
は

車
ご
と
津
波
に
の
ま
れ
て
亡

く
な
っ
た
。
訃
報
を
聞
い
た

時
、
は
た
目
に
私
が
ど
ん
な

状
態
だ
っ
た
の
か
分
か
ら
な

い
が
、
友
人
達
が
急
き
ょ
、

私
の
自
宅
に
集
ま
っ
て
食
事

の
世
話
を
し
て
く
れ
た
。「
両

親
は
生
き
て
い
る
し
大
丈

夫
」
と
言
う
私
に
、
皆
「
大

丈
夫
じ
ゃ
な
い
、
平
気
じ
ゃ

な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の

を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

４
月
か
ら
は
５
年
生
に
進

級
し
て
臨
床
実
習
が
始
ま
っ

た
。
１
～
２
週
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
診
療
科
を
ロ
ー
テ
ー

ト
す
る
わ
け
だ
が
、
必
ず
先

生
達
か
ら
あ
い
さ
つ
代
わ
り

に
部
活
と
出
身
校
を
聞
か
れ

る
。
宮
城
出
身
と
分
か
る
と

毎
回
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
「
地

震
（
津
波
）、
大
丈
夫
だ
っ

た
？
」
と
聞
か
れ
る
。
ほ
ぼ

初
対
面
の
先
生
に
「
祖
父
母

が
津
波
で
亡
く
な
っ
て

…
…
」
と
話
す
の
は
そ
の
都

度
空
気
を
重
く
し
そ
う
で
、

ま
た
こ
の
質
問
が
来
た
、
と

思
い
つ
つ
「
津
波
は
来
た
け

ど
両
親
は
無
事
だ
っ
た
の
で

大
丈
夫
で
す
」
と
答
え
て
い

た
。救

急
科
を
回
っ
て
い
る

時
、
飲
み
会
の
場
だ
っ
た
と

思
う
の
だ
が
、
隣
に
座
っ
た

指
導
医
か
ら
や
は
り
部
活
と

出
身
校
を
聞
か
れ
た
。
い
つ

も
ど
お
り
仙
台
出
身
と
答
え

た
私
に
、
そ
の
先
生
は
「
大

丈
夫
だ
っ
た
？
」
と
は
聞
か

ず
、
た
だ
一
言
「
大
変
だ
っ

た
ね
」
と
言
っ
た
。
震
災
直

後
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
岩
手

県
へ
行
っ
た
先
生
だ
っ
た
。

私
は
予
想
外
の
返
答
に
驚
い

て
、
い
や
両
親
は
無
事
だ
っ

た
し
父
の
職
場
も
再
開
し
た

し
大
丈
夫
、
と
返
し
た
の
だ

が
、
先
生
は
重
ね
て
「
そ
れ

で
も
大
変
だ
っ
た
ね
」
と
言

っ
た
。

私
は
こ
の
時
初
め
て
、
祖

父
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

大
学
の
先
生
に
打
ち
明
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
「
大
丈
夫

じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
！

」
と
言

わ
れ
て
、
あ
あ
私
ち
ょ
っ
と

大
丈
夫
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん

だ
、
こ
の
先
生
は
大
き
く
損

な
わ
れ
た
東
北
を
見
た
の

だ
、
と
思
っ
た
。

そ
の
後
、
そ
の
先
生
を
追

っ
て
救
急
医
療
の
道
へ
…
…

と
な
れ
ば
話
と
し
て
は
美
し

い
の
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
ず

に
母
校
の
泌
尿
器
科
に
入
局

し
、医
師
10
年
目
を
数
え
た
。

忙
し
い
診
療
の
中
、
安
定
し

て
い
る
患
者
さ
ん
達
は
さ
っ

と
診
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、

「
本
当
に
大
丈
夫
？　

実
は

困
っ
て
な
い
？
」
と
聞
き
返

す
。
が
ん
治
療
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
副
作
用
が
出
た
患
者
さ

ん
を
診
る
時
、
「
大
変
だ
っ

た
ね
」
と
声
を
掛
け
る
。
そ

の
心
掛
け
を
思
い
出
す
た

び
、
本
当
は
大
丈
夫
じ
ゃ
な

か
っ
た
12
年
前
の
自
分
が
、

過
去
か
ら
今
の
私
を
見
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
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12
年
前
の
自
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写
経
が
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ブ
ー
ム

	

佐
藤
　
徳
子

愛媛県
松山市医師会報
第351号より

手
術
は
楽
し
♪
♪

	

栗
田
　
　
啓
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ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
等
の
多
能
性

幹
細
胞
を
用
い
た
ヒ
ト
胚
類

似
構
造
体
の
誘
導
や
、
受
精

卵
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を

適
用
す
る
基
礎
研
究
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
遺
伝

性
・
先
天
性
疾
患
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
や
予
防
・
治
療

法
の
開
発
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
一
方
で
、
「
生
命
の

萌ほ

う

が芽
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る

ヒ
ト
の
受
精
卵
に
つ
い
て
の

定
義
を
再
検
討
す
る
必
要
が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

仮
に
、
将
来
こ
れ
ら
の
技

術
が
臨
床
応
用
さ
れ
る
場
合

に
ど
の
よ
う
な
倫
理
的
・
法

的
・
社
会
的
な
課
題
が
生
じ

る
の
か
に
つ
い
て
、
国
や
一

部
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、

広
く
社
会
の
中
で
検
討
を
進

め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た

（
ラ
イ
ブ
配
信
。
後
日
、
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
す
）
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
開
催
日
時
：
２
月
29
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
先
端
的
な
医
科
学
技
術
が
も
つ

生
命
倫
理
の
課
題
」

（
木
）
午
後
５
～
７
時

◆
参
加
者
：
医
師
、
医
療
関

係
者
、
学
生
や
関
係
者
等
で
、

生
命
倫
理
に
関
心
の
あ
る
方

あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
学
ぶ
機

会
の
少
な
か
っ
た
方

◆
参
加
費
：
無
料

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
「
多
能
性

幹
細
胞
か
ら
ヒ
ト
胚
に
類
似

し
た
構
造
を
誘
導
す
る
研
究

の
最
新
知
見
と
展
望
」
（

島
康
弘
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
所
未
来
生
命
科
学
開

拓
部
門
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
「
受
精
卵

へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
遺
伝
子
研

究
に
関
す
る
世
界
的
な
取
り

組
み
や
考
え
方
」
（
阿
久
津

英
憲
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
所
再
生
医
療
セ

ン
タ
ー
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
③
「
倫
理

的
・
法
的
・
社
会
的
な
課
題

と
そ
の
解
決
に
向
け
て
」（
神

里
彩
子
東
京
大
学
医
科
学
研

究
所
生
命
倫
理
研
究
分
野
）

◆
視
聴
方
法
：

・
医
師
の
方
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム

※
事
前
参
加
申
し
込
み
の

上
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
～
③

を
受
講
し
、
確
認
テ
ス
ト
に

合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日

本
医
師
会
生
涯
教
育
制
度

（
Ｃ
Ｃ
３
：
１
・
５
単
位
）
、

日
本
専
門
医
機
構
認
定
共
通

講
習
（
医
療
倫
理
：
１
単
位
）

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
単
位
取
得
を
希
望
さ
れ
な

い
方
：
日
本
医
師
会
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

第
18
回
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：
超
高
齢

社
会
に
向
け
て
の
男
女
共
同

参
画
～
人
生
１
０
０
年
時
代

に
お
け
る
多
様
な
医
師
の
働

き
方
～

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
担
当
：
香
川
県
医
師
会

◆
日
時
：
４
月
27
日
（
土
）

午
後
２
時
～

◆
会
場
：
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ

メ
ン
ト
高
松

◆
申
込
方
法
：
所
属
し
て
い

る
都
道
府
県
医
師
会
に
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

◆
申
込
締
切
：
４
月
１
日

（
月
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
基
調
講
演
「
女
性
医
師
を

取
り
巻
く
諸
課
題
」
（
筧
善

行
前
香
川
大
学
長
／
香
川
大

学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
長
）

・
基
調
講
演
「
フ
ェ
ム
テ
ッ

ク
企
業
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
」
（
仮
）

（
尾
形
優
子
メ
ロ
デ
ィ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会

社
代
表
取
締
役
）

・
報
告
（
①
日
本
医
師
会
男

女
共
同
参
画
委
員
会
②
女
性

医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
「
演
題
未
定
」
（
西
信
俊

宏
在
宅
診
療
敬
二
郎
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
）

２
「
大
学
病
院
勤
務
医
の
役

割
と
課
題
」（
仮
）（
石
川
か

お
り
香
川
大
学
医
学
部
総
合

診
療
医
学
講
座
講
師
）

３
「
眼
科
医
生
活
63
年
を
経

て
今
、
思
う
こ
と
、
伝
え
た

い
こ
と
～
超
高
齢
社
会
に
向

け
て
～
」（
仮
）（
大
内
通
江

大
内
胃
腸
科
眼
科
医
院
副
院

長
）

・
総
合
討
論

・
次
期
担
当
県
医
師
会
長
あ

い
さ
つ

◆
参
加
費
：
無
料

◆
宿
泊
：
各
自
で
お
手
配
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
国
航
空
株
式
会
社
よ
り
お

申
し
込
み
頂
く
こ
と
も
可
能

で
す
〔
締
切
：
３
月
25
日

（
月
）〕。

※
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
受
講
す

る
と
、基
調
講
演
１
単
位（
Ｃ

Ｃ
12
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

総
合
討
論
１
・
５
単
位
（
Ｃ

Ｃ
１
）
の
合
計
２
・
５
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
先
生
方
は
、
申
し
込
み
の

際
に
必
ず
医
籍
番
号
を
入
力

願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
総
務
課
〔

03
─

３
９

４
２
─

６
４
８
１
（
直
）〕

訃
　
報

■
齊
藤
　
勝
氏
（
前
青
森
県

医
師
会
長
／
元
日
本
医
師
会

理
事
）

令
和
５
年
12
月
23
日
死

去
、
86
歳
。
通
夜
は
30
日
、

葬
儀
は
31
日
に
、
青
森
市
内

で
近
親
者
の
み
に
て
執
り
行

わ
れ
た
。
喪
主
は
、
ご
令
室
、

昌
子
様
。

氏
は
昭
和
12
年
生
ま
れ
。

昭
和
37
年
弘
前
大
学
医
学
部

卒
業
。
昭
和
45
年
斉
藤
内
科

小
児
科
医
院
開
業
。

平
成
22
年
４
月
か
ら
令
和

２
年
６
月
ま
で
青
森
県
医
師

会
長
を
務
め
た
。

そ
の
間
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
平
成
26
年
６
月
ま
で
日

本
医
師
会
理
事
を
務
め
た
。

令
和
２
年
に
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
て
い
る
。

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

新
規
加
入
を
検
討
の
方
は
早
め
の
手
続
き
を

 

～
令
和
６
年
４
月
か
ら
新
規
加
入
時
の

掛
金
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
～

国
民
年
金
基
金
制
度
に
お

い
て
は
、
５
年
ご
と
に
財
政

再
計
算
が
行
わ
れ
、
制
度
の

見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
新
規
加
入
者
の
掛
金
額

の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
現
在
認
可
申
請
手

続
き
中
）。

こ
れ
に
よ
り
、
将
来
の
年

金
額
が
同
じ
場
合
に
は
、
掛

金
額
引
き
上
げ
前
の
加
入
が

有
利
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

加
入
後
の
掛
金
額
は
そ
の
ま

ま
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。現

在
、
基
金
へ
の
加
入
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早

め
の
手
続
き
を
ご
検
討
下
さ

い
。ま

た
、
既
に
加
入
中
の
方

の
掛
金
額
に
つ
い
て
は
変
更

と
な
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
に

増
口
す
る
場
合
に
は
、
４
月

以
降
、
改
定
後
の
新
た
な
掛

金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
現
在
、
増
口
を
検
討
中

の
方
も
、
早
め
の
手
続
き
を

ご
検
討
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

　日本医師会ホームページのメンバーズルームに掲載中の
『ONLINEホテル予約サービス』会員提携ホテルに、このたび、
「住友不動産ヴィラフォンテーヌ」が新たに加わりました。首
都圏中心に18の施設が宿泊優待の対象となります。
　日本医師会ホームページ▶「メンバーズルーム」にログイ
ン▶「ホテル予約サービス」からご覧頂けますので、どうぞ
ご利用下さい。

会員提携ホテルに
住友不動産ヴィラフォンテーヌ

が加わりました

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
か
ら

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
申
込

方
法
等
の
詳
細
は
、
日
本
医

師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

https://www.med.or. 

jp/people/info/doctor_

info/011431.html

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
療
技
術
課
〔

03
─

３
９
４
６
─

２
１
２
１（
代
）〕
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